
このホームページの使い方が分からないままに、
＊保存さえしなければ壊れない
＊色々な使い方があるが、必要な所からやればいい
＊全体のシステムは、整合性があり構築が確りとできているので

グループ各人が適切に使用すれば、自由に使える
といったこのシステム（ ）の許容性を頼りに、試行錯誤で使ってみた
記録的なものである。

全くの不慣れなものでも、何とか使えそうな気持になる所がいい。

JIMDO

1



先ず、この のホームページを見る方法を辿ってみよう。
開くと、この画面（ホーム）が出る。

①画面左側に、検索するための目次（大分類）がある。
②この目次から、見たい項目をクリックすると、

項目内の目次（中分類）が出てくる。
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①目次の資料項目をクリックすると、【資料】のトップページが出る。

このトップページは、【資料】にある内容の詳細項目の掲示はなく
医療機関（血液内科）と患者会（血液腫瘍）の全国マップが掲載されている。

＊将来、内容が豊富になれば、インデックスをここに掲示するのが
適切だろう。

②目次【資料】の下に、中分類に当たるサブアイテムが掲示されている。
この中から、クリックで選択すると、その項目のページへ飛ぶ。

サブメニューの中から、【一般公開資料：医療費・医療講演・語り集】を選ぶ。
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①矢印のところの【サブメニュー】の一般公開資料：医療費・医療講演・語り集を
クリックすると、このようなサブメニュー項目のトップページが開く。

このトップページには、幾つかの資料が項目別に分けて表示されている。
表示内容を見て、掲載されている事項の中から興味のあるものを選択
すればよい。

②仮に、トップページにある医療費の中の、高額療養費の項目をクリックしてみよ
う。
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この様に、ブリストルマイヤー社が提供している高額療養費の資料にリンクでき
る。
この公開資料は、各人が掛った高額療養費の諸計算を自分したり、高額療養費
の
制度を調べたりするのに最適な情報である。

制度が変更されると、フォローして更新がなされているので、安心して活用できる。

この様な方法で、他の項目についても、欲しい情報を探してみることが出来る。
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次に、ホームページへ、投稿したり、書き込んだりする場合の方法について、
見てみよう。

このホームページの内容に関して、編集したり投稿したりする場合には、
する必要がある。

ホームページのトップ画面右下に＜ログイン＞のマークがある。
ここをクリックする。

＜ログイン＞

【ログイン】

6



この様なログインに必要な操作画面が出る。

①パスワードと書かれている記入枠へ、パスワードを記入する。

②記入後、【ログインログイン】】のところをクリックする。
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ホームページのログインが出来るトップページがでる。

編集や書き込みをしたい項目を、目次欄から選んで（クリックして）、必要な
項目のところを開くと、編集・書き込みが出来る。（後で述べる）

それより先に、このシステム（ が持っている編集用のツールの説明をする。
このツールは、全体の構成などを編集するためのものである。

編集用ツールのアイコン
下にある＜開く＞をクリックすると、内容項目が表示される。
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編集用のアイコンの説明
① レイアウト・・・全体のレイアウトの選択ができる（現在はシンプルうなデザイ
ン）
② スタイル・・・・フォント・ショッピング・ブログの様式を選択・編集
③ ブログ・・・・・・ブログの書き込み・編集
④ アップグレード・・・契約に関わり、使用禁止
⑤ 設定・・・・・・・ユーザー・ウエッブ・メールなどの管理
⑥ ・・・・・・・・ホームのタイトルなどの設定
⑦ ショッピング・・・営業
⑧ アクセス解析・・・訪問者数などの記録
⑨

この を活用してもらう重要なテーマである【ブログ】を次に見てみよう。
ブログのアイコンをクリックする。

①

SEO

Q&A

HP
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ブログの作成・編集用画面が掲示される。
＊すでに投稿済みの投稿について編集・修正する場合は、このリストの

中から該当するものをクリックする。
削除する時は、その項目の右側にある【削除】をクリックする。

最下段に示されている【新しい記事を投稿する】をクリックする。
①

＊新たに投稿する場合
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ブログ書き込みの様式が出る。
①まず、【タイトル】の欄に、とうこうのタイトルを記入。
②保存をクリックする。

③ステータスのところは、原稿を確定するまでは、草稿 を選択しておく。
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タイトルの下に、本文記入の為の様式が出る。
① 【新項目を追加】 をクリックする。
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このホームページに共通の書き込みの為に使用できる様式の
一覧が掲示される。

この中から、使いたい様式を選択する。

多く使われる【文章】・【写真付き文書】で、写真付きを選択してみよう。
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【新しい写真付き文書】の作成様式が出る。

① 先ず、＜文書を編集＞を選んで、文書の作成をしてみよう。
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スペースの上覧に、ワード用のメニューバーがあるので、
適宜選択して。文章を書き込めばよい。

終了したら、スペースの枠下左側に、【保存】のボタンがあるので、クリックして
書き込んだ文章を保存しておく。
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次に、
① 【画像を編集】をクリックして選択する。
② などの保存してある画像を選び出すために、【参照】をクリックする。PC
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呼び出した保存データの中から必要な画像を選択すると、
【参照】の欄に選んだファイル名称が出て、スペース上に映像がコピーされる。

① 取り出した画像の配置や大きさを、確定する。

② 保存をクリックする。

17



出来上がった投稿を確認し、
① タイトルをクリックして、タイトルの編集画面を出し、ステータスのところで

【草稿】となっていたのを、【一般公開】に変更する。
② 下にある＜保存＞を クリックすると完了する。
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掲載事例
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ブログ内に、リンク設定などをしたものは、＜ログイン＞状態では作動しないので、
ログアウトしてから見る必要がある。
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ホームページ活用のもう一つのメニューは、各患者会が自らの為に自由に使う
場所の活用である。

その事例を見て行こう。
① メニューの大項目（目次）で、【全国の院内患者会】を選択する。
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【全国の院内患者会】のトップページには、
登録メンバー一覧

血液腫瘍疾患の院内患者会・ローカル患者会 事例集）
を掲載してある。 などのあるところは、リンクも設定してあるので、
活用してほしい。

サブメニューに、【開催情報】がある。
これは、各メンバーの患者会開催日を掲載したものである。
ここへ直接書き入れてもらうと、メンバーへの連絡の一助にもなる。
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これが、各院内患者会の開催日一覧である。
予定の実ではなく、過去の記録も保存している。

各自の予定を書き込むには、この表のどこかをクリックすると、この様の下に
書き込み用の画面が出る。そこへ書き込んでもらえればよい。
〔書き込んだ後は、必ず下部左側にある 【保存】をクリックしておく必要がある。
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ブログ以外のどのメニューにも共通している「書き込み・編集」の方法は、
これから述べる各患者会の＜ページ作り＞と同じなので、参考にしてほしい。

さて、＜マイ患者会の紹介＞を作成するには、
① メニュー項目 目次）の任意の場所へポインター（ ）を当てる。

② すると②の場所に、【ナビゲーションの編集】のマークが出る。
ここをクリックすると、ナビゲーション編集の画面が出る。

( ?
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① ナビゲーション編集の画面の一部である。
【新規ページを追加】をクリックすると、空欄の枠が出る。

② その中へ＜マイ患者会＞の名前を書き込む。

右側の画面の様に表示されて、＜患者会パッハロ＞が登録されているのが分か
る。

これは、今最下段にあるので、指定場所になっている【全国院内患者会】のところ
へ
移動する（これが編集操作）。
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① 【登録したページ】名の右側にある操作ボタンの中で、上向きの を
クリックしてゆくと、一段づづ上へと移動する。

② 左画面の様に、所定位置に設定出来たら、【保存】をクリックして、保存する。

⇒
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メニュー欄 目次）で、作成したマイ患者会【患者会パッハロ】をクリックして
確保されている＜マイ患者会＞専用の書き込み・編集のスペースを呼び出す。

(
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【新項目を追加】のボタンをクリックすると、ブログの書き込みの時に出た
【書き込み様式一覧】が出る。これを使って、マイページを作成してゆく。
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見出し・写真付き文書の様式を使って作成した事例である。
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パロスが作成した の実例である。【マイ患者会 パロス】?
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パロスが作成した【マイ患者会 パロス】の実例である?
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院内患者会の として、病院の 内に内容豊富に紹介されている「こぶしの会」
の姿を見てみよう。

HP HP
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冒頭部分である。
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この様に、発行している会誌などを保存する場所として、

病院などに掲載されているもので、ホームページ更新の時に
抹消されるケースがあるので、両方で保存しておく手もある。
（ちなみに、記憶容量を心配する必要はない）

【マイ患者会】のスペースを活用してもらうのも一法である。
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以下、現在このホームページに掲載されている幾つかを見てみよう。
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